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三

吟

二
月
例
・
曾
　
拘
る
二
月
十
九
日
（
日
）
午
後
六
時
孚

　
京
都
帝
國
大
四
天
丈
塁
の
星
學
研
究
室
に
於
て
、
例
の
如
く
開
會

　
左
の
講
演
あ
り
、
後
、
ス
ト
ー
ヴ
為
園
ん
で
懇
談
な
致
し
ま
す
。

　
　
　
「
星
雲
の
話
」
　
京
大
天
交
藁
助
手
古
川
龍
城
氏

　
右大

正
＋
華
万
二
＋
四
日
　
天
刑
同
好
會

御
注
意

次
號
に
は
本
誌
第
＝
三
綱
目
録
及
索
引
を
附
録
ε
し
ま
す

本
號
は
紙
面
の
都
合
に
て
天
文
語
彙
は
休
み
。

本拙口じρ

豫

告

第
十
七
號
（
肥
）
は
火
星
歓
迎
號

第
十
九
號
（
駄
）
は
火
星
紀
念
號

第
廿
一
號
（
肌
）
は
（
ー
シ
禺
ル
紀
念
號
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委
同
好
會
規
則
（
大
正
＋
年
＋
一
月
＋
二
日
改
正
）

弟
一
條
　
此
ノ
會
チ
天
一
同
好
會
ト
云
フ

鋳
五
條
　
此
ノ
倉
ハ
天
丈
學
ノ
了
解
チ
進
メ
兼
ネ
テ

　
同
好
者
相
互
ノ
親
睦
チ
塘
ス
ノ
が
目
的
デ
ア
ル

第
三
條
　
事
務
所
チ
京
都
市
吉
田
町
京
都
大
回
天
交

　
毫
丙
二
置
〃
、
反
會
員
密
集
ノ
地
ニ
ハ
支
部
チ
置

　
〃
事
ガ
ア
ル

第
四
條
　
此
ノ
會
ハ
右
ノ
目
的
千
達
ス
ル
爲
月
次
ノ

　
事
業
チ
行
フ

　
一
・
講
演
（
例
會
毎
月
一
回
、
大
守
年
一
回
、
其

　
　
　
他
臨
時
會
）

　
二
、
講
習
（
各
地
デ
階
階
曲
四
二
開
〃
）

　
三
・
難
誌
四
書
ノ
出
版
（
急
報
画
帖
一
回
會
員
ニ

　
　
　
ハ
無
代
配
布
・
圖
書
ハ
随
時
）

　
四
、
實
地
観
測
（
第
一
部
啓
獲
的
、
甲
想
望
、
乙

　
　
　
見
學
、
第
二
部
研
究
的
、
甲
流
星
、
乙
愛
光

　
　
　
星
、
丙
彗
星
）

餓
川
五
條
　
此
ノ
會
四
ノ
目
茄
剛
二
替
一
同
ス
ル
覗
目
口
誰
デ
モ

　
會
員
ニ
ナ
レ
ル

　
但
シ
會
費
ト
シ
テ
毎
月
金
武
拾
銭
ノ
割
デ
、
成
ル

　
ベ
ク
挙
年
分
又
ハ
其
ノ
倍
轍
ヅ
ツ
ヲ
前
金
デ
納
入

　
ス
ル
コ
ト

　
申
込
ノ
際
ハ
住
所
職
業
生
年
チ
記
入
セ
ラ
レ
タ
イ

第
六
條
　
特
二
一
時
金
五
拾
圓
以
上
チ
寄
附
ス
ル
者

　
チ
四
丁
會
員
ト
ス
ル

第
七
條
　
此
ノ
會
ノ
幹
部
ハ
次
ノ
通
り

　
　
幹
事
　
二
名
　
　
會
計
　
一
名

　
此
ノ
幹
部
ハ
纏
丁
曾
デ
㎜
選
魁
・
セ
ラ
レ
ル
者
デ
任
国
期
ハ

　
一
ケ
年

第
入
條
幹
部
ハ
倉
員
ノ
中
カ
ラ
次
ノ
係
り
チ
指
名

　
囑
託
ス
ル

　
講
演
係
一
名
、
編
輯
係
一
名
、
観
測
係
一
名
、
爲

　
眞
係
閣
名

新計新刊

　
　
　
親
乙
部
設
置

豊
・
な
る
星
の
眺
め
よ
吟
一
歩
進
ん
で
研
究
的
貢

献
為
な
さ
ん
た
め
・
本
影
に
親
測
掛
指
導
の
下

に
來
る
十
二
月
か
ら

（
一
）
流
　
星
　
部
　
　
部
長
　
中
村
　
要
氏

（
二
）
樂
光
星
部
　
部
長
山
本
一
清
氏

の
二
部
並
置
者
、
會
血
中
の
熱
心
家
た
募
っ
て

部
員
ミ
し
ま
す
。
部
員
は
部
費
ピ
し
て
一
ケ
月

　
　
　
ら
　
　
も

　
も
　
　
も

金
五
拾
銭
存
納
め
ろ
義
務
が
あ
り
ま
す
、
其
の

代
り
・
實
際
親
測
上
、
部
長
の
熱
心
な
指
導
な

受
け
・
叉
必
要
な
る
印
刷
物
品
為
給
ぜ
ら
れ
、

省
無
代
で

ブ
レ
テ
三
国
邑
。
萱
対
㌫
醐
な

の
配
布
た
受
け
み
特
典
が
あ
り
ま
す
。
此
の
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ

レ
テ
ン
は
天
界
の
議
行
々
待
て
な
い
至
急
報
で
、

必
要
に
鷹
じ
月
に
幾
度
で
も
蛮
行
し
、
流
星
や

髪
光
星
の
み
な
ら
す
、
彗
星
の
逸
見
や
、
遊
星

恒
星
の
實
際
観
測
や
、
術
其
他
、
學
界
の
最
近

清
息
為
傳
へ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
佃
τ
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
レ
テ
ン
に
全
部
英
交
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
部

員
に
其
の
資
絡
ε
し
て
申
學
第
三
牟
級
程
度
の

英
語
々
卒
業
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ

ん
。
（
若
し
観
測
部
員
で
な
く
、
　
ブ
レ
テ
ン

な
強
み
た
い
人
に
、
や
は
り
毎
月
五
拾
鍍
な
挑

っ
て
下
さ
る
必
要
が
あ
叫
ま
す
）
一
希
望
者

は
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

　
大
正
＋
年
九
月
二
＋
五
日

　
　
　
　
　
天
　
交
同
　
好
會

残
部
あ
り
、
前
月
獲
行
の
も
の
は

同
好
會
員
に
限
り
毎
即
金
五
銭
で
配
分
す
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へ
本
沖
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第
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八
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及



編
輯
室
よ
り

プ
レ
テ
ン
も
こ
し
く
出
る
Q
天
界
4
の
・
編
…
輯
部
に
も

親
測
の
報
告
が
山
積
さ
れ
る
。
嬉
し
く
て
仕
様
が
な

い
。
專
門
家
で
も
篤
志
家
で
も
、
天
交
ば
観
測
が
第

一
だ
。
蘇
に
我
が
日
本
の
好
位
置
を
利
用
し
な
く
て

吾
々
の
使
命
は
何
所
に
あ
る
▲
山
本
氏
の
ア
イ
ン
シ

タ
イ
ン
は
本
號
で
完
結
《
こ
㌦
に
載
ゼ
た
パ
リ
ザ
老

博
士
の
講
話
に
感
じ
の
好
い
講
話
で
あ
る
。
之
れ
な

第
十
∴
一
団
の
’
ピ
ケ
・
リ
ン
グ
氏
の
鱒
附
油
慨
ご
謡
唄
み
ワ
比
べ
ィ
㍉

蘇
に
封
照
が
面
白
い
。
彼
れ
は
今
名
三
共
に
隆
々
た

闘
將
の
言
で
あ
り
、
こ
れ
ば
叉
功
成
り
名
を
遂
げ
た

老
將
の
昔
語
り
ざ
で
も
言
は
う
か
盒
本
號
が
黄
道
光

の
親
測
報
告
ε
太
陽
黒
酷
の
親
測
ご
で
賑
は
つ
て
み

る
の
は
愉
快
で
あ
ろ
。
黄
道
光
は
誠
に
す
ば
ら
し
い

偉
親
で
あ
っ
た
。
回
米
の
方
で
も
盛
ん
に
電
報
や
手

紙
が
飛
ん
で
大
騒
ぎ
が
演
ぜ
ら
れ
た
こ
ぐ
」
で
あ
ら
う

我
が
日
本
で
山
本
、
三
澤
両
氏
の
観
測
が
、
偶
然
に

も
綱
阿
万
一
ひ
に
冒
口
な
一
癖
へ
て
、
紬
㈱
ひ
ム
n
つ
て
』
剛
後
の
流
仙

絡
が
保
た
れ
て
あ
ろ
の
は
面
白
い
。
ム
太
陽
の
方
に

し
て
も
亦
、
古
川
三
澤
両
氏
の
同
時
観
測
ば
ス
ケ
ソ

チ
な
見
て
み
て
何
時
ま
で
も
飽
告
な
い
興
昧
が
あ

ろ
。
▲
黄
道
光
ε
い
ひ
、
太
陽
ざ
い
ひ
、
其
の
他
す

べ
て
の
天
女
現
象
ば
・
何
時
こ
ん
な
不
思
議
が
現

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
巧
者
諸
君
は
．
ピ
な
た
で
も
・

書
物
や
難
誌
な
よ
み
一
方
に
、
常
々
、
實
際
の
天
の

丁
々
為
眺
め
て
・
我
れ
一
に
新
し
い
事
件
な
獲
見
し

て
貰
ひ
た
い
。
ム
張
見
が
あ
れ
ば
、
誰
か
ら
で
も
、

直
ぐ
に
電
報
で
或
ば
手
紙
で
京
都
天
交
憂
ヘ
ム
今
や

本
工
親
王
部
員
五
＋
名
の
熱
心
家
が
・
そ
れ
ぐ
天

り
一
部
分
づ
曳
々
分
櫓
し
て
・
毎
夜
の
天
な
「
異
状

無
き
ゃ
否
や
」
ざ
眺
め
て
ゐ
ら
れ
ろ
。
そ
し
て
其
の

効
果
は
ざ
ん
く
基
集
り
つ
㌧
あ
る
ム
プ
レ
テ
ン
な
見

よ
ー
ー
　
之
れ
が
吾
々
の
生
き
た
創
作
品
で
あ
ろ
。
ム
正

月
早
々
、
鹿
免
島
ド
六
吋
為
瀬
見
し
た
。
東
事
理
學

士
が
困
れ
な
活
用
ぜ
ら
る
㌦
筈
、
萬
歳
！
△
山
本
氏

の
出
張
に
よ
り
、
大
津
の
藤
非
天
交
墓
が
い
よ
い
よ

活
動
な
す
ろ
こ
ε
に
な
っ
た
。
本
邦
に
於
け
ろ
民
間

の
唯
一
の
天
丈
壼
で
、
器
械
ば
濁
逸
気
の
六
田
牛
親

測
結
果
は
叉
々
天
（
交
學
）
愈
々
賑
に
す
こ
ε
で
あ
ら

・
つ
Q

　
　
　
　
事
務
室
に
て

　
事
務
室
は
無
事
《
但
し
會
覆
が
集
ま
り
に
く
い
。

　
　
　
　
廣
　
　
告

　
特
志
懇
測
助
手
募
集
　
　
今
国
、
毎
週
大
津
の
藤

井
天
交
塁
に
出
張
親
測
な
マ
る
こ
ε
に
な
っ
た
の
で

助
手
た
一
人
募
ろ
。
會
員
の
丙
で
も
外
で
も
。
但
し

無
給
。
た
父
日
夜
観
測
な
共
に
す
ろ
こ
ミ
に
よ
つ
て

天
交
學
の
實
際
に
つ
い
て
得
る
ε
こ
ろ
ば
多
か
ら
う

ε
信
｛
ザ
る
。
希
望
者
ば
左
押
染
へ
、
曲
職
歴
一
日
な
添
・
ん
て

申
込
ま
れ
た
し
（
議
し
中
巾
卒
業
程
度
た
る
需
要

す
。
）京

都
大
學
天
丈
毫

　
　
　
　
　
助
教
授
　
山

本
　
一
　
浩

大
正
十
哺
隼
回
月
廿
四
日
　
印
刷

大
正
＋
一
年
一
月
骨
五
日
蛮
行

　　

V
界
第
＋
四
温
（
麗
餓
論
五
麟
）

　
　
京
都
帝
國
大
型
立
唄
墓
丙

鞭
衛
灘
天
丈
同
好
會

　
　
　
　
　
　
据
替
貯
金
央
阪
五
穴
七
六
五
香

港

山代
　表
仏者

印
刷
者
　
横
　
田

一

満

秀
　
三

　
京
都
市
柳
馬
場
通
二
條
南
入

印
刷
所
齢
雌
一
式
都
日
出
新
聞
翫
肛

養
捌
所

丸
善
株
式
會
肚

　
東
京
・
京
都
・
大
阪
・
編
岡
・
仙
憂

岩

　
波
　
　
書
　
　
華

東
京
市
堅
田
匪
南
聯
町
一
六



補
は
ん
が
だ
め
に
特
別
廉
債
ε
大
霜
張
を
以
っ
て
、

の
需
要
に
慮
じ
つ
、
あ
う
。
（
目
録
無
代
戴
呈
）

凄
く
江
湖
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糠翼

曙窯肇．　・

望
蓮
鏡
の
贋
は
今
や
戦
前
に
比
し
十
割
の
暴
騰
を
な
せ
り
、

之
れ
一
般
同
好
者
の
堪
ふ
る
所
に
非
す
，
難
敵
は
此
の
欠
陥
を

敦倫國英

就會1エトツオ
Manufactgrers


